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バスリフト（TOTO）

導入機器(入浴支援機器）

浴槽での立ち座りや出入りをサポート。
電動でシートが昇降するので、
入浴介助の負担を軽減します。



導入機器(入浴支援機器）

バスリフトはこんな方におすすめです！！



導入経過
平成30年2月13日
導入・設置・説明会

↓
平成30年2月14日～18日
説明会・体験会

↓
平成30年2月19日
バスリフト導入開始

↓
平成30年3月 5日
導入後アンケート

↓
平成31年2月20日
導入後アンケート(1年後）

体験会の様子



地域密着型特別養護老人ホームひいなの里

■入居者数 ２９名

■平均介護度 3.７

■平均年齢 8７.３歳

◆介護職員数1８名(13名）
※(13名)…介護福祉士

◆平均年齢 37.6歳
20代…6名
30代…4名
40代…5名
50代…3名

平成３１年３月１日現在

入居者 職 員



入浴形態

■一般浴 8名
(個 浴）

■中間浴 9名
(チェア浴）

■特 浴 12名

バスリフト導入前 バスリフト導入後

■一般浴 9名
(個 浴）

■中間浴 8名
(チェア浴）

■特 浴 12名

（１ヶ月後）

バスリフト導入後
（１年後）

■一般浴 8名
(個 浴）

■中間浴 6名
(チェア浴）

■特 浴 15名

一般浴８名中、３名がバスリフト使用



導入事例(1)

84歳 女性 要介護５
障害高齢者の日常生活自立度：Ｂ２
認知症高齢者の日常生活自立度：Ⅳ

浴槽をまたぐ動作及び立ち座り動作困難にて、
中間浴(チェア浴）を利用されていたが、
バスリフト導入後、一般浴（個浴）に変更。



導入事例(2)

97歳 女性 要介護3
障害高齢者の日常生活自立度：B1
認知症高齢者の日常生活自立度：Ⅲb

一般浴(個浴）利用。浴槽をまたぐ動作及び立ち
座り動作時に介助が必要。特に、浴槽から出る
動作を介助する際に、体重が重く職員の負担が
大きい。バスリフト使用後、座面が電動で昇降
するため、介護負担が軽減されている。



■バスリフトを使用していない方にとっては

機器が邪魔になってしまう。
⇒必要でない方へは機器を取り外して対応

■介助の方法にバラツキがあり、職員間でのケアの統一を

図る必要がある。
⇒介助の手順を確認し、スタッフ間で共有

■入居者の方からバスリフトの利用に慣れていただく

必要がある。※昇降の際に背もたれなく不安になる。

どうしても、またいで入ろうとしてしまう等。

⇒徐々に慣れていただき、スムーズに入浴できている。

導入直後の課題



■昇降は電動で行なわれて便利だが、バスリフトの座面に
スムーズにスライドできるような機器も必要?
※トランスファーボードの購入検討。

導入直後の課題



■背もたれがないので、昇降の際不安定にならないよう、背中を

おさえながら介助している。

■立ちやすい高さまでリフトで上げられるため、浴槽から立ち上がる動作に

ついて、入居者及び職員の負担軽減になっていると感じる。

■座面が回らない為、リフトから椅子(洗身に使用）へ移す介助が大変である。

■腰痛や、膝痛など職員の身体的な負担の軽減に役立っている。また、入居者の

方は裸の状態で抱きかかえられるよりは、恥ずかしさや、嫌な気持ちにならず、
お風呂に入ることができ、心理的負担の軽減になっていると思う。

■バスリフト導入前は、入居者の方から浴槽から立ち上がってもらえない場合、

二人介助で対応することがあったが、現在は安全に一人介助で浴槽から出て
もらえるようになった。

■浴槽の横幅が広ければ、もっと有効に活用できた。

導入１年後のアンケートより(H31.2)



介護施設においても、職員の負担を軽減し
働きやすい職場づくりに取り組んでいる
施設があることを、これからも発信していきます。



ご清聴ありがとうございました！！


